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祝
！
中
之
島
線
開
業
10
周
年

申し込み受付中!

  「民営化そもそも論」
齊藤成人

路
線
図
で
振
り
返
る
京
阪
電
車
。
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２
０
０
８
年
10
月
19
日
に
開
業
し
た
京
阪

電
車
中
之
島
線
は
今
年
10
周
年
を
迎
え
る
。

そ
の
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
を
祝
い
、
１
世
紀

以
上
に
わ
た
る
京
阪
電
車
の
歩
み
を
、
路
線

図
や
沿
線
案
内
と
共
に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　

明
治
43
年（
１
９
１
０
）4
月

15
日
、
京
阪
電
車
が
大
阪
・
天

満
橋
～
京
都
・
五
条
間
で
開
業
。

私
鉄
王
国
の
一
角
に
名
乗
り
を

あ
げ
た
。
大
阪
朝
日
新
聞
は
当

日
の
賑
わ
い
を
伝
え
て
、「
煙は

な

火び

は
ポ
ン
ポ
ン
空
に
は
ぜ
、
楽

隊
は
プ
ー
カ
プ
ー
カ
譜
を
奏
し
、

五
色
の
吹
貫
は
春
風
に
弄
ば
れ

て
天
に
流
れ
、
切
符
を
買
は
う

と
す
る
人
は
縁ア

ー
チ門
の
足
を
ク
ル

ク
ル
と
巻
き
」と
、
記
し
た
。

　

京
都
で
は
五
条
大
橋
の
上
で
大
群
衆
が
電

車
を
待
つ
光
景
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。
か
つ

て
京
街
道
の
往
来
と
三
十
石
船
の
水
運
で
繁

栄
し
た
「
京
阪
間
」
に
待
望
の
新
交
通
の
誕

生
だ
。
同
年
の
人
口
は
大
阪
市
１
１
７
万
人
、

京
都
市
40
万
人
。「
大
大
阪
」「
大
京
都
」
の

呼
び
名
が
広
ま
る
大
正
時
代
を
目
前
に
、
京

阪
電
気
鉄
道
開
通
の
ニ
ュ

ー
ス
が
駆
け
抜
け
た
。

　

開
業
当
時
に
発
行
さ
れ

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
京
阪
電
気

鉄
道
線
路
案
内
が
面
白
い
。

題
名
が「
路
線
」で
は
な
く「
線

路
案
内
」
で
、
中
面
の
タ
イ
ト

ル
も
「
線
路
図
」。
鉄
道
と
い
え
ば
、
誰
も
が

ど
こ
ま
で
も
延
び
る
銀
色
に
輝
く
線
路
を
思

い
浮
か
べ
た
時
代
だ
っ
た
。
大
正
2
年
（
１

９
１
３
）、
宇
治
線
が
開
業
、
大
正
4
年
（
１

９
１
５
）
に
は
五
条
～
三
条
間
が
開
通
し
、

線
路
図
も
延
伸
。
刻
々
と
延
び
ゆ
く
線
路
は
、

ま
さ
に
新
時
代
の
象
徴
に
な
っ
た
。

　

京
阪
電
車
開
業
当
時
、
大
阪
で
は
猛
ス
ピ

ー
ド
で
拡
張
が
進
む
市
電
の
ラ
イ
バ
ル
が
い

「
京
阪
間
」に
新
時
代
到
来
。

巡
航
船
を
乗
り
継
い
で
。

線
路
案
内
を
持
っ
て
。

◎
時
代
背
景

私
鉄
王
国
へ
の
道

　

明
治
39
年（
１
９
０
６
）の
鉄
道
国
有
法
施
行

は
鉄
道
界
を
揺
る
が
す
大
事
件
だ
っ
だ
。こ
の

時
、全
国
で
17
社
、関
西
で
は
京
都・阪
鶴・西

成・関
西
の
4
社
が
官
鉄（
現
Ｊ
Ｒ
）に
吸
収
さ

れ
た
。私
鉄
は
都
市
近
郊
の
交
通
機
関
に
役
割

を
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、関
西
で
は
こ
れ
が

都
市
間
交
通
の
新
時
代
を
拓
く
。京
都・大
阪・

奈
良・大
津
な
ど
個
性
あ
る
都
市
が
街
道
と
川

筋
で
結
ば
れ
繁
栄
し
て
き
た
歴
史
の
底
力
が
、

近
代
化
の
大
波
と
と
も
に
私
鉄
を
都
市
間
交

通
の
主
役
に
押
し
上
げ
た
。関
西
の
私
鉄
王
国

は
明
治
末
期
に
拓
か
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

表紙は上品なモダンタッチ。
ポケットサイズで携帯にも便
利。電鉄が走り、新産業の
振興と宅地開発で急速に
発展する「京阪間」の溌剌
とした空気を謳歌するかのよ
うな開業当時のガイドブック。

京阪電気鉄道線路案内（1910年）
開業当時の「線路図」。計画中の京津電気軌道（現京津
線）、宇治電気軌道（現宇治線）の「線路」も明記。黎明期ら
しく、他のページには区間ごとの乗車賃や沿線全駅の紹介
など電鉄利用のイロハが懇切丁寧に記してある。

京阪電車御案内
（1910年）
上が表紙、左が料金表と線路図。
料金表によると天満橋～五条間
が41銭、天満橋～京橋間が３銭。
市中に通じる巡航船に１銭で乗
り継げるとは、たしかに格安だ。

祝
！
中
之
島
線
開
業
10
周
年 

路
線
図
で
振
り
返
る
京
阪
電
車
。

明
治
時
代

文
／
本
渡
章（
作
家
）

写
真
／
浜
田
智
則
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た
。
市
中
を
縦
横
に
流
れ
る
堀
川
を
運
航
す

る
巡
航
船
だ
。
京
阪
は
こ
の
巡
航
船
と
手
を

組
ん
だ
。
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
発
行
の

小
冊
子
京
阪
電
車
案
内
を
見
る
と
、
京
都
～

八
幡
間
と
天
満
橋
間
の
利
用
客
は
、
大
阪
市

内
の
巡
航
船
に
「
た
っ
た
１
銭
」
で
乗
船
で

き
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

市
営
交
通
重
視
の
大
阪
市
の
意
向
に
沿
っ

て
、
京
阪
電
車
の
大
阪
側
は
天
満
橋
が
起
点

と
な
っ
た
。
念
願
だ
っ
た
市
中
心
部
へ
の
延

伸
は
夢
と
し
て
残
っ
た
。
巡
航
船
と
の
タ
ッ

グ
は
、
市
内
進
出
へ
の
希
望
の
表
れ
で
も
あ

っ
た
。

　

巡
航
船
は
明
治
時
代
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
１
９
０

３
年
）
に
合
わ
せ
て
市
内
電
車
と
と
も
に
生

ま
れ
た
新
交
通
で
も
あ
っ
た
。
水
都
の
名
物

と
し
て
活
躍
し
、
１
日
２
万
人
以
上
の
利
用

客
が
あ
っ
た
。
一
時
代
を
担
っ
た
巡
航
船
は

大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
に
姿
を
消
す
。
新

交
通
も
競
争
時
代
を
迎
え
て
い
た
。

　

明
治
45
年
（
１
９
１
２
）
に
は
市
庁
舎
が

江
之
子
島
か
ら
堂
島
浜
通
に
移
転
し
、
中
之

島
が
市
政
の
中
心
に
な
っ
た
。
明
治
時
代
の

中
之
島
は
大
阪
ホ
テ
ル
、
日
本
銀
行
大
阪
支

店
、
公
会
堂
（
大
正
期
に
大
阪
市
中
央
公
会

堂
が
で
き
る
と
天
王
寺
に
移
設
）、
大
阪
図

書
館
（
現
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
）
な
ど

の
建
設
が
相
次
ぎ
、
中
之
島
公
園
も
誕
生
し

て
、
大
阪
の
顔
と
な
る
景
観
を
整
え
つ
つ
あ

っ
た
。
当
時
の
京
阪
の
起
点
、
天
満
橋
駅
の

西
に
新
し
い
中
之
島
が
見
え
た
。
鉄
橋
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
浪
花
三
大
橋
、
天
満
橋
・
天

神
橋
・
難
波
橋
が
風
景
を
力
強
く
彩
っ
た
。

　

明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
に
は
京
阪
沿
線

に
生
ま
れ
た
遊
園
施
設
「
香
里
園
」
で
菊
人

形
展
が
開
か
れ
た
。
菊
人
形
は
そ
の
後
、
千

里
山
、
枚
方
へ
と
会
場
を
移
し
つ
つ
、
沿
線

の
一
大
風
物
詩
に
成
長
し
た
。

　

明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
へ
と
移
る
な
か
で

も
、
時
代
の
大
き
な
う
ね
り
は
続
く
。
淀
川

西
岸
で
大
阪
―
京
都
間
を
結
ぶ
べ
く
大
正
11

年
（
１
９
２
２
）
に
誕
生
し
た
新
京
阪
鉄
道

は
、
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
に
淡
路
～
高

槻
町
間
で
開
業
し
、
同
年
に
高
槻
町
～
西
院

へ
と
延
伸
。
２
年
後
に
は
京
阪
に
吸
収
さ
れ
、

翌
年
に
は
新
京
阪
線
と
し
て
京
阪
京
都
（
現

大
宮
）
へ
延
伸
し
た
。
新
線
は
名
古
屋
ま
で

の
延
伸
を
計
画
し
て
い
た
が
、
不
況
の
あ
お

り
を
受
け
お
蔵
入
り
と
な
り
、
そ
の
後
、
戦

時
体
制
下
で
の
阪
急
電
鉄
と
の
合
併
、
戦
後

の
分
離
を
経
て
阪
急
京
都
線
と
な
っ
た
。

中
之
島
が
大
阪
の
顔
に
。

明治～大正～昭和初期の記念
乗車券・記念入場券。１枚ずつ眺
めているうちに沿線の歴史、時代
ごとの名所の人気度もうかがえる。

京阪全線乗車証
（1910年）
最初に使用した日から3日間、京
阪全線で使用できる乗り放題券。
開業当時の大サービスの一つ。

京阪電鉄線路略図
（1910年）
線路図は絵葉書にもなって
楽しまれた。線路ではなく

「軌道」とあるのは、当初、軌
道条例に基づいて着工され
たため。軌道を走る大阪市
電との乗り入れ計画もあっ
たが実現せず。緑の山の部
分が盛り上がっているのは、
当時としては珍しいエンボス
加工が施されているため。

新京阪電車線路案内（1930年代）
十三や天六をターミナルとした新京阪電車の路線
がコンパクトに描かれている。淡路以遠の京都方
面は開発中のためか点線になっている。

京阪愛あふれるコレクション。
　今回の掲載した図版はすべて枚方市在住のコレ
クター・泉博文さんのもの（「平成の京阪大鳥瞰図」
P9を除く）。「子供時代からこつこつ集めて、今回が
初公開です」という京阪電車コレクションは年代順
に美しくファイリングされ、観光案内、沿線図、鳥瞰
図、記念乗車券、マッチラベルなど多種多彩。中之
島線10周年記念号へのコレクション登場は、泉さん
のナカノシマ大学来場が縁で実現した。中之島は人
をつなぎ時代を語るパワースポットなのだ。
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「
京
阪
間
」
の
北
に

横
た
わ
る
び
わ
湖
は
、

明
治
以
後
に
近
江
八

景
め
ぐ
り
の
名
所
遊

覧
船
が
人
気
を
呼
び
、

古
く
て
新
し
い
観

光
地
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
た
。

大
正
14
年
（
１
９
２
５
）、
京
阪
電
車
は
京

津
電
気
軌
道
を
合
併
し
、
昭
和
３
年
（
１
９

２
８
）
に
は
系
列
の
湖
南
汽
船
が
豪
華
客
船

「
京
阪
丸
」
の
運
航
を
開
始
し
て
、
大
阪
・

京
都
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
運
ん
だ
。

　

翌
年
に
は
琵
琶
湖
鉄
道
汽
船
も
合
併
し
て
、

湖
畔
の
鉄
道
網
と
湖
上
の
観
光
航
路
の
両
方

を
傘
下
に
。
さ
ら
に
近
江
舞
子
の
水
泳
場
・

キ
ャ
ン
プ
場
、
湖
西
の
ス
キ
ー
場
な
ど
の
開

発
を
進
め
て
、
び
わ
湖
観
光
の
魅
力
拡
大
に

努
め
た
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
ス
キ
ー
客

を
乗
せ
て
浜
大
津
か
ら
出
発
す
る
「
ス
キ
ー

船
」
も
誕
生
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

大
阪
～
京
都
～
び
わ
湖
を
１
本
の
ラ
イ
ン

で
つ
な
い
だ
結
果
、
観
光
の
か
た
ち
は
劇
的

に
変
わ
っ
た
。
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
に

登
場
し
た
「
週
末
ス
キ
ー
」
は
ま
さ
に
ス
ピ

ー
ド
時
代
の
申
し
子
だ
。
夜
10
時
に
天
満
橋

を
発
車
し
、
浜
大
津
０
時
発
の
ス
キ
ー
船
京

阪
丸
に
乗
り
継
い
で
朝
４
時
海
津
港
着
、
バ

ス
で
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場
へ
向
か
う
。
弾
丸
ツ

ア
ー
と
も
呼
ば
れ
た
深
夜
便
ス
キ
ー
が
大
盛

況
。
び
わ
湖
は
関
西
屈
指
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
観

光
地
に
変
貌
し
た
。

電
車
と
汽
船
で
週
末
ス
キ
ー
。

●
び
わ
こ
号
と
ス
キ
ー
船
新・関
西
圏
を
拓
く
。

◎
時
代
背
景

新
路
線
と
ス
ピ
ー
ド
の
時
代

　

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、長
距
離
鉄

道
は
汽
車
の
時
代
が
続
い
て
い
た
。一
方
、電
鉄

は
都
市
と
近
郊
を
結
ぶ
近
距
離
交
通
の
花
形

と
な
り
、日
帰
り
旅
行
、一
泊
旅
行
の
楽
し
み
を

次
々
と
関
西
に
広
げ
て
い
っ
た
。ス
ピ
ー
ド
が
生

活
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た
。京
阪
間
の
発
展
と

と
も
に
成
長
を
遂
げ
た
京
阪
電
車
は
、他
の
私

鉄
と
連
携
し
つ
つ
、「
新・関
西
圏
」の
形
成
に
も

力
を
傾
け
て
い
く
。エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
新
路
線

の
開
拓
時
代
が
始
ま
っ
た
。

「びわこ号」案内（1934年）
「豪華壮麗！日本最初の試み」のキャッチフレーズ
が踊る。天満橋～浜大津間を所要時間72分で
結ぶ豪華電車の名は「びわこ号」。急カーブが多
い路線を走れるように２つの車体を１つの車台で
連節した日本初の設計が話題を集めた。

びわ湖八景めぐり（昭和初期）
びわ湖めぐりの汽船ルートをカラフルなラインで紹
介。電車と汽船で行く湖畔の遊覧は、冬のスキー
と並んで観光客の人気を呼んだ。本渡章蔵

京阪電車・坂本ケーブル（昭和初期）
山頂に駆け上がっていく坂本ケーブルを主役にした鳥瞰図。赤く太いラインが
力強い。山麓の坂本駅には浜大津からの鉄道路線が延び、びわ湖に目をやれ
ば太湖汽船の航路が見える。悠 と々湖面を滑る遊覧船の優雅なこと。

吉田初三郎
「琵琶湖遊覧ご案内」
（昭和初期）

祝
！
中
之
島
線
開
業
10
周
年

路
線
図
で
振
り
返
る

京
阪
電
車
。

大
正
〜
昭
和
初
期

表紙に記された「太湖汽
船」の社名は、明治初めの
創業で琵琶湖遊覧振興に
功績のあった汽船会社の
名を復活させたもの。中面
の鳥瞰図は富士山・東京・
北海道・樺太を画面に収め
たおなじみの初三郎式。
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古
来
か
ら
参
詣
と
観
光
の
大
名
所
で
あ
り

な
が
ら
、
交
通
の
難
所
だ
っ
た
比
叡
山
。
京

阪
が
こ
こ
に
他
社
と
共
同
で
比
叡
登
山
鉄
道

を
発
足
し
た
の
は
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）。

滋
賀
県
側
か
ら
比
叡
山
頂
へ
登
る
日
本
最
長

２
０
２
５
メ
ー
ト
ル
の
坂
本
ケ
ー
ブ
ル
を
開

業
し
た
の
は
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
の
春

だ
っ
た
。
翌
年
に
は
京
都
・
八
瀬
側
か
ら
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
開
業
し
て
、
山
頂
経
由
の

回
遊
ル
ー
ト
が
完
成
。
同
じ
頃
、
京
都
側
か

ら
は
京
都
電
燈
が
叡
山
ケ
ー
ブ
ル
と
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
を
開
通
さ
せ
て
い
た
。

　

最
澄
が
開
き
、
天
台
宗
総
本
山
延
暦
寺
で

名
高
い
霊
地
に
も
、
こ
う
し
て
新
交
通
の
時

代
が
や
っ
て
来
た
。
徒
歩
で
し
か
登
れ
な
か

っ
た
山
頂
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
付
き
ス
キ
ー
場
、

自
然
科
学
博
物
館
が
で
き
、
山
麓
に
も
遊
園

地
、
水
族
館
な
ど
が
生
ま
れ
て
い
た
。

　

観
光
施
設
が
充
実
し
た
比
叡
山
に
、
新
交

通
は
多
く
の
旅
客
を
誘
っ
た
。
比
叡
登
山
鉄

道
は
比
叡
山
鉄
道
に
改
称
し
た
後
、
京
阪
の

子
会
社
と
な
る
。
ケ
ー
ブ
ル
に
接
続
す
る
鉄

道
は
石
山
坂
本
線
と
し
て
健
在
だ
。

　

こ
の
時
代
、
各
地
で
新
し
い
鉄
道
会
社
の

設
立
が
相
次
い
だ
。
す
べ
て
が
順
調
な
歩
み

を
み
せ
た
わ
け
で
は
な
く
、
再
編
も
繰
り
返

さ
れ
た
。
私
鉄
王
国
関
西
へ
の
道
も
決
し
て

平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲

折
を
経
な
が
ら
、
京
阪
電
車
の
新
路
線
の
誕

生
物
語
は
、「
京
阪
間
」
に
足
跡
を
刻
ん
で

い
っ
た
の
だ
。

　

交
野
電
気
鉄
道
の
設
立
も
そ
の
一
つ
。
由

来
を
た
ど
れ
ば
、
信
貴
山
朝
護
孫
寺
へ
の
参

拝
の
足
と
し
て
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）
に

設
立
さ
れ
た
信
貴
生
駒
電
気
鉄
道
（
の
ち
信

貴
生
駒
電
鉄
に
改
称
）
に
さ
か
の
ぼ
る
。
同

社
は
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
に
枚
方
東
口

～
私
市
間
を
開
通
し
た
が
、
生
駒
ま
で
の
延

伸
計
画
が
停
滞
し
、
同
区
間
は
京
阪
の
支
線

的
存
在
に
。
こ
れ
が
現
在
の
京
阪
交
野
線
の

ル
ー
ツ
だ
。

日
本
最
長
ケ
ー
ブ
ル
の
誕
生
。

●
比
叡
山
鉄
道

鉄
道
再
編
の
波
と
共
に
。

●
交
野
電
鉄

私市・磐船御案内
（昭和初期）
交野電車と省線の路線が
交差した「交野電鉄ト省線
ノ連絡図」付き。大阪・奈
良・神戸・明石までの駅名
が載っている。

私市・岩船・獅子窟寺附近御案内（1939年）
片町線と交差して交野電気鉄道が開通した頃の沿線案内。
路線図のほか、沿線の詳しい名所の紹介文が載っている。

吉田初三郎「比叡山名所交通遊覧図絵」（昭和初期）
二つのケーブルが開通して山頂回遊が楽しめるようになった比叡山を左手に望み、びわ湖の
展望から京都、大阪へと視界は広がり、彼方には東京、富士山が…。初三郎式パノラマを満喫。
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「
京
阪
間
」
か
ら
北
へ
、
び
わ
湖
～
比
叡

山
の
近
江
エ
リ
ア
ま
で
拡
大
し
た
京
阪
電
車

は
、
古
都
・
奈
良
も
そ
の
視
野
に
入
れ
て
い

た
。「
京
阪
奈
」を
一
つ
に
結
べ
ば
、歴
史
の

宝
庫
と
言
わ
れ
る
関
西
が
ぐ
っ
と
身
近
な
遊

覧
圏
に
な
る
。
構
想
は
大
正
14
年
（
１
９
２

５
）、
大
阪
電
気
軌
道
な
ど
と
共
同
し
て
の

奈
良
電
気
鉄
道
の
設
立
で
実
現
に
向
か
っ
た
。

　

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
11
月
３
日
、
昭

和
天
皇
即
位
の
大
礼
の
３
日
前
に
桃
山
御
陵

前
～
西
大
寺
間
に
新
路
線
が
開
通
。
同
月
15

日
に
桃
山
御
陵
前
～
京
都
間
も
開
業
し
た
。

京
阪
は
そ
の
後
も
奈
良
電
鉄
の
経
営
に
密
接

に
関
わ
り
、
戦
後
の
業
績
悪
化
時
も
再
建
を

図
っ
た
。
現
在
、
同
路
線
は
近
鉄
京
都
線
と

し
て
存
続
し
て
い
る
。

　

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
６
月
１
日
の
開

業
か
ら
、
同
５
年
（
１
９
３
０
）
５
月
10
日

ま
で
の
１
年
足
ら
ず
、
京
阪
の
支
線
と
し
て

走
っ
た
路
線
が
あ
っ
た
。
和
歌
山
線
だ
。

　
「
京
阪
間
」
を
軸
に
歩
ん
で
き
た
京
阪
電

鉄
が
紀
伊
半
島
に
進
出
し
た
の
は
意
外
に
見

え
る
が
、
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
和
歌
山

水
力
電
気
を
合
併
し
、
和
歌
山
県
下
の
電
気

供
給
事
業
と
電
鉄
事
業
を
引
き
継
い
で
い
た
。

私
鉄
王
国
の
形
成
に
向
か
っ
て
一
翼
を
担
っ

紀
伊
半
島
を
駆
け
る
。

●
京
阪
和
歌
山
線

祝
！
中
之
島
線
開
業
10
周
年

路
線
図
で
振
り
返
る

京
阪
電
車
。

て
き
た
京
阪
の
事
業
拡
大
の
意
欲
は
め
ざ
ま

し
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
和
歌
山
線
誕
生
の
年
、
世
界
恐

慌
の
幕
開
け
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式

市
場
の
大
暴
落
が
起
き
、
そ
の
後
は
日
本
も

昭
和
恐
慌
の
荒
波
に
見
舞
わ
れ
た
。
や
が
て

時
代
は
戦
時
経
済
体
制
に
突
入
し
て
い
く
。

和
歌
山
線
の
短
い
歴
史
に
激
動
の
昭
和
史
が

重
な
る
。

奈
良
へ
行
こ
う
よ
。

●
奈
良
電
鉄

和歌山電車
沿線案内（昭和初期）
和歌山市駅～日方を結ん
で走った和歌山電車の路
線図。和歌浦口～新和歌
浦間には支線
が延びていた。

和歌山電車名所御案内（昭和初期）
左手に紀ノ川が流れ、沿線には東照宮など古社寺が並び、海辺には和歌浦遊
園地と、名所がずらり。表紙には和歌浦、紀三井寺の２大名所をクローズアップ。

吉田初三郎
「奈良電車沿線を
中心とせる鳥瞰図絵」

（1927年）
京都と奈良、関西の二つの
古都を結んで一直線に延
びる赤い太い鉄道ラインが、
鮮やかに目に飛び込む。近
景に大阪と神戸の港が見
える。遠景に小さく青森～
北海道が一望できるのが
初三郎らしい楽しさ。
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◎
時
代
背
景

創
業
以
来
の
夢
の
そ
の
先
に

　

戦
時
合
併
に
よ
り
生
ま
れ
た
京
阪
神
急
行

電
鉄
か
ら
京
阪
電
気
鉄
道
が
分
離・独
立
し
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
は
昭
和
24
年（
１

９
４
９
）の
こ
と
。生
活
と
経
済
の
復
旧
に
向
け

て
、鉄
道
再
建
が
生
命
線
と
な
っ
た
。昭
和
27
年

（
１
９
５
２
）、占
領
体
制
が
解
か
れ
、日
本
は
独

立
。関
西
も
新
し
い
日
本
の
中
心

と
な
る
べ
く
、さ
ま
ざ
ま
な
産
業

が
活
動
を
開
始
し
た
。私
鉄
各

社
も
再
び
新
路
線
開
発
に
邁
進

し
て
い
く
。復
興
の
時
代
の
あ

と
、高
度
成
長
の
波
が
来
た
。

戦
後
の
新
路
線
開
拓
は
、京

阪
電
鉄
創
業
以
来
の
夢
に
向

か
っ
て
突
き
進
み
、念
願
の

淀
屋
橋
ま
で
の
延
長
線
が
つ

い
に
実
現
。そ
の
後
の
中
之

島
線
開
通
で
、夢
は
さ
ら

に
大
き
く
花
開
い
た
。

京阪電車沿線案内図
（1960年代）
表紙を開けるとカラフルな沿線遊覧図。戦
前の案内図と明らかにタッチが異なり、現在
の案内図のイメージに近い。中面の「京阪
間48分！特急スピードアップ」が高速時代を
感じさせる。

淀屋橋・北浜延長線
開通記念乗車券（1963年）
淀屋橋・北浜延長線の記念切符は、難工事と
なった天満橋下のトンネル貫通成功をイメージ
させるデザイン。トンネルを飛び出した電車が
未来へ向かって走る。

ビ
ジ
ネ
ス・ダ
ッ
シ
ュ
と
新
遊
覧
。

　

戦
争
が
終
わ
り
、
昭
和

24
年
（
１
９
４
９
）
に
新

発
足
し
た
京
阪
電
車
は
、

ほ
ど
な
く
特
急
の
運
転
を

開
始
し
た
。
京
阪
電
車
沿

線
案
内
に
、「
京
阪
間
48

分
！
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
が
躍
る
。
復
興
か
ら

高
度
成
長
へ
と
、
新
た
な

坂
を
駆
け
上
が
っ
た
時
代

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
ビ
ジ
ネ

ス
・
ダ
ッ
シ
ュ
。
そ
れ
に

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
京

阪
電
車
が
応
え
て
い
く
。

　

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）
４
月
15
日
、
つ

い
に
淀
屋
橋
ま
で
の
路
線
延
長
が
実
現
し
た
。

創
業
時
か
ら
、
大
阪
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
に

ア
ク
セ
ス
す
る
鉄
道
運
営
を
会
社
設
立
の
目

的
と
し
て
き
た
京
阪
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
悲

願
の
達
成
。
当
日
は
京
阪
電
気
鉄

道
開
業
記
念
の
日

で
も
あ
っ
た
。

　

道
の
り
は
遠
か
っ

た
。
市
内
交
通
市
営

主
義
を
掲
げ
る
大
阪

市
と
の
長
年
の
折
衝
の

末
、
よ
う
や
く
昭
和
34

年
（
１
９
５
９
）
に
認
可

が
下
り
て
か
ら
も
、
路
線

上
に
架
か
る
天
神
橋
の
地

盤
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
難
工
事
が
待
っ
て

戦
後

ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
に
接
続
、

悲
願
の
淀
屋
橋
延
長
。
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い
た
。
今
も
天
満
橋
駅
４
番
線
に
あ
る
「
先

覚
志
茲
成
（
せ
ん
か
く
の
こ
こ
ろ
ざ
し
こ
こ

に
な
る
）」
と
大
書
し
た
扁
額
が
、
当
時
の

歓
び
を
物
語
る
。

　

同
年
10
月
に
は
、
淀
屋
橋
～
宇
治
間
に
ラ

イ
ン
号
、
淀
屋
橋
～
私
市
間
に
き
さ
い
ち
号

の
直
通
急
行
が
運
転
を
開
始
。
ビ
ジ
ネ
ス
街

か
ら
出
か
け
る
秋
の
遊
覧
電
車
が
新
し
い
行

楽
ス
タ
イ
ル
を
演
出
し
た
。

　
「
ひ
ら
パ
ー
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
ひ

ら
か
た
パ
ー
ク
の
ル
ー
ツ
は
、
京
阪
電
車
と

同
じ
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
開
業
の
香
里

遊
園
地
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
ま
さ
に
関
西

の
遊
園
地
の
草
分
け
的
存
在
だ
。
こ
れ
を
受

け
継
い
だ
枚
方
遊
園
地
は
、
香
里
で
好
評
だ

っ
た
菊
人
形
を
呼
び
物
に
、
大
正
末
期
に
は

多
彩
な
遊
戯
と
余
興
を
揃
え
た
本
格
的
な
遊

園
施
設
に
成
長
す
る
。
昭
和
２
年
（
１
９
２

７
）
に
は
京
阪
電
鉄
の
単
独
経
営
と
な
っ
た
。

　

戦
中
に
一
旦
閉
園
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
、

枚
方
市
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
昭
和
24

年
（
１
９
４
９
）、
遊
園
地
と
大
菊
人
形
が

枚
方
で
大
々
的
に
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

以
後
も
大
バ
ラ
園
、
モ
ン
キ
ー
ラ
ン
ド
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
な
ど

新
施
設
が
続
々
登
場
。
四
季
を
通
し
て
に
ぎ

わ
い
、
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）
に
は
年
間

入
場
者
１
０
０
万
人
突
破
、
70
年
代
に
は
大

型
遊
戯
の
導
入
、
ナ
イ
タ
ー
営
業
も
は
じ
ま

り
、
１
６
０
万
人
を
記
録
し
た
。

　

90
年
代
に
は
「
ひ
ら
パ
ー
」
の
愛
称
が
広

ま
っ
て
、
若
者
に
人
気
を
集
め
た
。
大
菊
人

形
は
２
０
０
５
年
を
最
後
に
閉
幕
し
た
が
、

ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
の
関
西
の
老
舗
遊
園
地
と

し
て
の
存
在
感
は
ゆ
る
ぎ
な
く
、
京
阪
間
の

古
く
て
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

何
か
が
起
こ
る「
ひ
ら
パ
ー
」。

京阪電車沿線案内（1950年代）
京阪電車沿線案内に描かれたおとぎ電車の
イラストが、宇治川ラインを楽しげに走る。ひら
かたパーク、やわた子供水泳場なども見える。

ひらかた大菊人形御案内（1928年）
会場の案内図で、菊人形の展示を一覧。当時人気の芝居の名場面集に見立てた
趣向が面白い。子供向けの遊戯施設もいっぱい。割引証付で入場料は４５銭。

京阪電車観光案内
（1960年代）
路線図には丸囲みで淀屋
橋までの延長箇所がくっき
り。きさいちハイキングセンタ
ーのほか、醍醐・宇治ハイキ
ング、湖南アルプスハイキン
グなどあちこちにハイキング
名所が載っているのは当時
の流行。

春は京阪沿線へ（昭和初期）
淀川をはさんで対岸に新京阪鉄道（現阪急
京都線）の路線が延びている。沿線には

「輝・郷土舞台武勲博」など戦時下を思わせ
るイベントなどの案内が各地に見える。

◎その他にも記念ヘッドマーク列車の運転や関連イベントを開催。お楽しみに!

8

島民_123.indd   8 2018/09/19   13:50



の
直
通
急
行
が
運
転
を
開
始
。
ビ
ジ
ネ
ス
街

か
ら
出
か
け
る
秋
の
遊
覧
電
車
が
新
し
い
行

楽
ス
タ
イ
ル
を
演
出
し
た
。

　
「
ひ
ら
パ
ー
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
ひ

ら
か
た
パ
ー
ク
の
ル
ー
ツ
は
、
京
阪
電
車
と

同
じ
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
開
業
の
香
里

遊
園
地
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
ま
さ
に
関
西

の
遊
園
地
の
草
分
け
的
存
在
だ
。
こ
れ
を
受

け
継
い
だ
枚
方
遊
園
地
は
、
香
里
で
好
評
だ

っ
た
菊
人
形
を
呼
び
物
に
、
大
正
末
期
に
は

多
彩
な
遊
戯
と
余
興
を
揃
え
た
本
格
的
な
遊

園
施
設
に
成
長
す
る
。
昭
和
２
年
（
１
９
２

７
）
に
は
京
阪
電
鉄
の
単
独
経
営
と
な
っ
た
。

　

戦
中
に
一
旦
閉
園
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
、

枚
方
市
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
昭
和
24

年
（
１
９
４
９
）、
遊
園
地
と
大
菊
人
形
が

枚
方
で
大
々
的
に
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

以
後
も
大
バ
ラ
園
、
モ
ン
キ
ー
ラ
ン
ド
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
な
ど

新
施
設
が
続
々
登
場
。
四
季
を
通
し
て
に
ぎ

わ
い
、
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）
に
は
年
間

入
場
者
１
０
０
万
人
突
破
、
70
年
代
に
は
大

型
遊
戯
の
導
入
、
ナ
イ
タ
ー
営
業
も
は
じ
ま

り
、
１
６
０
万
人
を
記
録
し
た
。

　

90
年
代
に
は
「
ひ
ら
パ
ー
」
の
愛
称
が
広

ま
っ
て
、
若
者
に
人
気
を
集
め
た
。
大
菊
人

形
は
２
０
０
５
年
を
最
後
に
閉
幕
し
た
が
、

ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
の
関
西
の
老
舗
遊
園
地
と

し
て
の
存
在
感
は
ゆ
る
ぎ
な
く
、
京
阪
間
の

古
く
て
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

平成の京阪大鳥瞰図
（浪華・京・近江）
2006年、京阪電鉄創立100年
記念に作成。京阪エリアと京阪
電鉄の路線網に、開業を控えた
中之島線も加えた。沿線の街と
自然、名所を美しく描き、ぬくもり
のある色調が浪華・京・近江の懐
かしい情感を奏でる。西は瀬戸内
海、北九州、東は富士山や東京
までも鳥瞰した構図が、数々の京
阪沿線鳥瞰図を描いてきた吉田
初三郎を彷彿とさせる。
京阪電車蔵

そ
し
て
、中
之
島
へ
。

　

昭
和
か
ら
平
成
へ
。
路
線
は
な
お
も
生
ま

れ
変
わ
る
。
昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）、
京

阪
本
線
東
福
寺
～
三
条
間
が
地
下
線
と
な
っ

た
。
平
成
初
頭
（
１
９
８
９
年
）
に
は
鴨
東

線
（
三
条
～
出
町
柳
間
）
が
開
業
し
て
叡
山

電
鉄
に
接
続
し
、
大
阪
・
京
都
の
都
心
と
洛

北
が
直
結
化
。
平
成
7
年
（
１
９
９
５
）
に

お
目
見
え
し
た
特
急
車
両
旧
３
０
０
０
系
の

ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
車
を
は
じ
め
、
新
車
両
も

続
々
登
場
し
た
。

　

そ
し
て
、
中
之
島
も
変
わ
る
。
川
と
橋
に

囲
ま
れ
た
中
之
島
は
水
都
の
シ
ン
ボ
ル
で
、

歴
史
の
散
策
路
、
名
建
築
の
宝
庫
、
花
と
緑

の
オ
ア
シ
ス
そ
の
ほ
か
い
く
つ
も
の
顔
を
持

つ
。
名
所
中
の
大
名
所
な
の
に
、
島
の
中
の

交
通
は
長
ら
く
車
と
徒
歩
し
か
な
か
っ
た
。

不
思
議
と
い
え
ば
不
思
議
だ
が
、
そ
れ
は
中

之
島
の
美
し
い
景
観
へ
の
配
慮
の
表
れ
と
も

言
え
た
。
し
か
し
、
中
之
島
に
多
く
の
文
化

施
設
が
集
積
さ
れ
る
ほ
ど
ア
ク
セ
ス
向
上
へ

の
島
民
の
期
待
は
高
ま
る
。
中
之
島
線
の
登

場
は
時
代
の
声
と
も
言
え
た
。

　

２
０
０
８
年
10
月
19
日
、
中
之
島
線
が
つ

い
に
待
望
の
開
業
。
天
満
橋
か
ら
本
線
と
分

か
れ
、
な
に
わ
橋
・
大
江
橋
・
渡
辺
橋
・
中

之
島
の
４
駅
を
地
下
を
ゆ
く
路
線
が
つ
な
い

だ
。
中
之
島
の
イ
メ
ー
ジ
に
調
和
し
た
天
然

木
や
波
型
ガ
ラ
ス
壁
面
（
な
に
わ
橋
）
の
駅

舎
、
中
之
島
線
開
業
に
合
わ
せ
て
運
行
を
始

め
た
３
０
０
０
系
電
車
は
、
翌
年
に
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
。
ロ
ー
レ
ル
賞
と
の
ダ

ブ
ル
受
賞
と
な
っ
た
。
環
境
と
鉄
道
の
優
し

い
関
係
を
築
い
て
、
平
成
の
中
之
島
の
エ
ポ

ッ
ク
と
な
っ
た
中
之
島
線
は
、
平
成
最
後
の

年
と
な
っ
た
こ
の
10
月
、
誕
生
10
周
年
を
迎

え
る
。

　

時
代
は
、
さ
ら
に
未
来
を
目
指
す
。
大
阪

東
西
軸
復
権
構
想
は
、
京
阪
が
描
く
中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
つ
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
京

橋
か
ら
今
後
は
再
生
医
療
拠
点
と
し
て
も
期

待
さ
れ
る
中
之
島
を
経
て
、
大
型
開
発
で
注

目
を
集
め
る
ベ
イ
エ
リ
ア
に
至
る
大
阪
東
西

軸
は
重
要
な
都
市
軸
に
な
る
だ
ろ
う
。
東
西

に
広
が
る
新
た
な
交
流
と
に
ぎ
わ
い
と
と
も

に
、
中
之
島
の
未
来
も
見
え
て
く
る
。

祝
！
中
之
島
線
開
業
10
周
年

路
線
図
で
振
り
返
る

京
阪
電
車
。

平
成

クイズラリーに記念グッズ! 中之島線開業10周年記念企画をお見逃しなく。
10周年記念クイズラリー
　中之島線を中心とした4駅に設置されたラリーポイントにて、中之島線と
3000系車両に関するクイズを出題。全問正解すると先着で「京阪電車オ
リジナルキーホルダー」をプレゼント。ラリーシートは10月13日（土）以降、
京阪電車の各駅（男山ケーブル線を除く）にて配布される。
日時／10月19日（金）～21日（日） クイズ掲出時間9:00AM～
3:00PM　ラリーポイント／渡辺橋駅、大江橋駅、なにわ橋駅、
神宮丸太町駅（いずれも改札口外）　ゴールポイント／中之島
駅 コンコース特設会場（引換時間10:00AM～4:00PM）

10周年記念グッズ販売会
　開業10周年を記念した新商品をはじめ、京阪電車オリ
ジナルグッズを販売。中之島線各駅の駅名マグネットや、
3000系のシート生地を使用したガマ口の財布（ピンバッ
ジ付き）のほか、記念グッズにはパスケースや手ぬぐいな
ども。売り切れ御免につき、お見逃しなく！
日時／10月19日（金）～21日（日） 10:00AM～4:00PM

（予定）　場所／中之島駅 コンコース特設会場

◎その他にも記念ヘッドマーク列車の運転や関連イベントを開催。お楽しみに!
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21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

　最近あちこちで話題に上るようになった
「民営化」というキーワード。航空業界
や水道事業、公園の管理に公共施設の
運営などなど、ビジネスだけでなく、日常
生活とも関わるほど身近なテーマになっ
てきた。一気に増えてきたせいか、民営化
に対する反応はさまざま。けれど、良いも
悪いも「なんだかよくわからん」という人
が圧倒的多数なのではないだろうか。

　渋いのに愛嬌のある表紙画でおなじみ
の奈路道程画伯が個展を開催。
　この夏、「日本から２時間半で行けるヨ
ーロッパ」が謳い文句のロシアはウラジオ
ストクを旅してきたという奈路さん。その

　というわけで今回は、実はよく知らな
い民営化について、基本から丁寧に教え
てもらおう。講師は金融機関に勤務し、
空港事業の民営化を含む多くのプロジェ
クトの経済的な評価に携わってきた齊藤
成人さん。イギリスのサッチャー政権時に
さかのぼるという民営化の源流の話や、
民営化関連用語の基礎知識、良否を考え
るための判断基準など、なかなか奥が深

街や風景を描いた15点の作品などが展示
される。
　会場は北新地の老舗のパブ［Casa La 
PAVONI］。まさに街角にたたずむ店の中
で、奈路さんの風景画はどう映えるだろう。

くて面白い「そもそも論」をご紹介。ニュ
ースの見方が変わること間違いなし。

感情論でもビジネス論でもなく、街の人たちが普通に知りたい、
民営化についての「そもそも」のお話。

表紙画で毎度おなじみ奈路道程さんが堂島にて個展を開催！

ナカノシマ大学の最新情報は 

https://nakanoshima-daigaku.net/

日時／2018年11月29日（木）
　　　7:00PM～8:30PM頃（開場6:30PM～）
会場／堂島ビルヂング 9階ホール
受講料／1,500円
定員／80名
主催／ナカノシマ大学事務局

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号・人数・講座名を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはHP内の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望
の場合、ハガキ、ファックスについては、人数分の必要事項を明記してください。

〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
「ナカノシマ大学11月講座」受付係　FAX.06-6484-9678

※先着順で受付後、10月20日前後より受講票をお送りします。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。
※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

さいとう・なるひと
1973年北海道生まれ。金
融機関に勤務し、国内外の
空港の民営化プロジェクトを
はじめ、水道などさまざまな民
営化案件を担当する中で、
世界各国の民営化の事例
に精通。『最高の空港の歩
き方』(ポプラ社)など。

 「民営化そもそも論」

ケータイや
スマホからは
こちら！→

お問い合わせ
☎06-6484-9677

（ナカノシマ大学事務局） 

2018年11月講座  

 「民営化そもそも論」
講師／齊藤成人（経済・空港アナリスト）

◎今月の授業

 【民営化】
基本の“キ”から
教えてもらおう

「奈路道程ウラジオストク風景画展」
期間／10月2日（火）～10月27日（土）　会場／Casa La PAVONI（カーサ・ラ・パボーニ）
営業時間／6:00PM～0:00AM（火～金曜は11:00AM～2:00PMのカフェタイムもあり）
定休日／土・日・祝　問い合わせ☎06-6345-7746（Casa La PAVONI）

「スヴェトランスカヤ通り」

島民読者
諸君に告ぐ！
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水辺で会いましょう

　今年の夏、休みを取って沖縄に行ってきまし
た。ガイドブックに載っていない有名なお店探
しも楽しみの一つですよね。ぶらぶら街を流す
と、居酒屋の前に「センベロの店／ドリンク３
杯」なんて看板が！センベロって大阪だけの文

化だと思っていましたが、沖縄にもたどり着い
てました。ただ、「センベロ＝1,000円でベロベ
ロ」ではなく、たくさん飲めるって感じ。時代や
場所が変われば意味も変わってくるんですね。
　さて、昭和58年（1983）に開業した大阪水上
バスも気がつけば35歳。当時はまだまだ汚かっ
た大川や中之島も今では大阪で一番美しいエ
リアとなり、船に乗らずともゆっくり楽しめるよ
うになりました。
　その一つの形が、今回ご紹介する「ご来光カ
フェ」。早朝に淀屋橋港を開放し、生駒山上か
らの日の出を楽しみます。普段は中之島を眺め
ているのです
が、この時だ
けは 逆 に中
之島から東を

眺めます。桟橋が人でいっぱいになりますので、
船上でゆっくりできる「ご来光クルーズ」も運航
予定ですよ。生駒からのきれいな日の出は、こ
の時期限定。たまには早起きはいかがですか？

「早起きはいかが?」

☎0570-03-5551

http://suijo-bus.osaka/

ご来光カフェ

大阪水上バス株式会社企画宣伝部課長。ミナミの劇
場プロデューサーを経て、関西・大阪21世紀協会にて
大阪の文化事業に関わる。2010年より現職。

ご来光カフェ
期間／10月1日（月）～8日（月）※雨天時休
時間／5:30AM～8:30AM
場所／大阪水上バス淀屋橋港

大阪水上バス・岸田俊徳の

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
お
得
な
前
売
り
券
を
発
売
中
!

開
催
日
／
10
月
25
日（
木
）

開
演
時
間
／
6・30 

PM
～（
開
場
6・00 

PM
～
／
受
付
開
始
5・30 

PM
～
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

お
支
払
い
方
法
／
当
日（
5・30 

PM
～
）、繁
昌
亭
入
口
付
近
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、予
約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
は
当
日
券
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
。

●
お
申
し
込
み
方
法
、お
問
い
合
わ
せ
先
は
Ｐ
10
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

落
語
／
桂
二
葉「
上
燗
屋
」

　
　
　
笑
福
亭
喬
介「
七
度
狐
」

　
　
　
桂
咲
之
輔「
親
子
酒
」

　
　
　
桂
雀
太「
青
菜
」

　
　
　
笑
福
亭
福
笑「
憧
れ
の
甲
子
園
」

鼎
談
／「
ほ
ろ
酔
い
・
酩
酊
・
二
日
酔
い
」

　
　
　
ゲ
ス
ト
／
辰
馬
朱
満
子（
白
鷹
蔵
元
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
笑
福
亭
福
笑

天満天神繁昌亭 
毎月25日のお楽しみ天神寄席 噺のあとさき

十
月
席
の
ご
案
内

◉
お
題【
酒
】

 「
酒
は
百
笑
の
長
」

　

落
語
の
世
界
に
は
愉
快
な
飲
ん
べ

え
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
。
そ
れ
だ
け
に

酒
は
落
語
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

今
回
は
特
に
お
酒
や
酔
客
た
ち
が
大

活
躍
（
？
）
す
る
噺
が
大
集
合
。
ゲ

ス
ト
に
は
日
本
酒
に
ま
つ
わ
る
文
化

を
発
信
す
る
［
白は
く
た
か
ろ
く
す
い
え
ん

鷹
禄
水
苑
］
の
辰

馬
朱
滿
子
さ
ん
。
落
語
の
よ
う
な
痛

い
目
に
は
遭
わ
な
い
お
酒
の
楽
し
み

方
を
お
聞
き
し
た
い
。

申
込
受
付
中

難儀な酔客の登場する噺
といえば「上燗屋」。演じる
のは桂二葉さん。

笑福亭喬介さんの「七度
狐」は、旅の途中の酔っ払
い二人が災難に遭う。

イラスト／フジワラトモコ

トリは「上方落語界
の爆笑王」こと笑福
亭福笑師匠。今月
は鼎談にもご登場。
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中
央
公
会
堂
開
館
１
０
０
周
年
×

中
之
島
線
開
業
10
周
年
の

京
阪
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

中
央
公
会
堂
開
館
１
０
０
周
年
×

中
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央
公
会
堂
開
館
１
０
０
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年
×

中
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線
開
業
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年
の

京
阪
文
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フ
ォ
ー
ラ
ム

新潟県へのアクセス
◉JR（大阪駅から）
特急サンダーバード＋北陸新幹線

（金沢駅乗換、糸魚川駅・上越妙高駅）　
約3時間50分　
東海道新幹線＋上越新幹線（東京駅乗換、新潟駅）
約4時間20分
◉航空機（伊丹空港／関西空港→新潟空港）
約1時間05分（伊丹1日10往復、関空1日1往復）
◉クルマ（吹田IC→新潟中央IC）
名神高速道→北陸自動車道　約6時間30分

日時／11月14日（水） 
　　　6:30PM～8:00PM（開場6:00PM）
会場／グランフロント大阪北館タワーB10階
　　　ナレッジキャピタル カンファレンスルーム
　　　タワーB　RoomB01
受講料／無料（新潟県のお土産付き）　定員／50名
主催／新潟県観光協会大阪観光センター
運営／新潟のええとこ･うまいもんゼミナール事務局

お名前･ご住所･電話番号を明記の上、下記までハガキ
･fax.、もしくはナカノシマ大学HP（http://nakanoshima-
univ.com/）内の応募フォームからお申し込みください。ハ
ガキ・faxでお申し込みの方で複数名の（応募される方も
含めて４名まで可能）ご参加希望の場合は、人数分の必
要事項を明記し、講座名と開催日を必ずお書き添えくださ
い。〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング
602「関西にいがたゼミ」係　tel.06-6484-9677（平日
10:00AM～6:00PM）、fax.06-6484-9678　締切＝10月22日

（月）必着。応募者多数の場合は抽選。当選の方にのみ、
締切から5日以内に受講票を発送します。

 「濃すぎる新潟1泊5食」

今年は1回限り! 関西人のための

 「新潟のええとこ・うまいもんゼミナール」
「濃すぎる新潟1泊5食」  講師／曽束政昭

西
か
ら
東
、上
越
か
ら
下
越
へ
。

広
い
新
潟
は
ど
こ
も
美
味
か
っ
た
!

　

毎
年
、
秋
に
な
っ
た
ら
美
味
し
い
便
り
を

お
届
け
し
て
き
た
「
新
潟
ゼ
ミ
」
を
今
年
も

開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
講
師
は
、
昨
年

の
佐
渡
島
取
材
以
来
、
新
潟
の
魅
力
に
す
っ

か
り
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
た
「
１
泊
５
食
」
フ

ー
ド
ラ
イ
タ
ー
の
曽
束
政
昭
さ
ん
が
リ
タ
ー

ン
ズ
。
こ
の
秋
の
は
じ
め
に
糸
魚
川
か
ら
上

越
～
長
岡
～
燕
～
新
潟
と
旅
し
て
思
い
き
り

食
べ
て
飲
ん
だ
足
跡
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

東
西
の
海
岸
線
だ
け
で
東
京
～
名
古
屋
間

と
同
じ
距
離
が
あ
り
、
魚
介
類
も
獲
れ
る
も

の
が
多
種
多
様
。
そ
れ
に
加
え
て
豪
雪
地
帯

が
豊
富
な
地
下
水
を
湛
え
、
お
米
も
野
菜
も

日
本
酒
も
旨
い
と
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ラ
ー
メ
ン
や
焼
き
そ

ば
は
全
国
の
愛
好
家
か
ら
注
目
の
存
在
に
な

っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ

に
も
〝
曽
束
チ
ェ
ッ
ク
〟
が
入
り
ま
し
た
。

　

一
つ
の
エ
リ
ア
を
拠
点
に
ゆ
っ
く
り
楽
し

む
の
も
魅
力
で
す
が
、
こ
ん
な
弾
丸
ツ
ア
ー

で
東
西
の
距
離
を
楽
し
め
る
の
も
新
潟
な
ら

で
は
。
当
日
は
、
曽
束
さ
ん
が
「
こ
れ
は
受

講
生
の
方
に
も
！
」
と
推
す
お
土
産
付
き
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
１
回
限
り
の
ゼ
ミ
だ
け
に
、

中
身
も
濃
い
濃
い
、
で
す
ぞ
。

◉ゼミナールの会場は
　ショッピングやグルメ客でにぎわうグランフロント大阪のもう一つの名所「ナレッジキャピタ
ル」のカンファレンスルーム「RoomB01」。北館２階［サムソナイト］向かいのTower B 
Officeのエレベーターで９階へ、そこからエスカレーターで10階へどうぞ。
https://www.kc-space.jp/accessmap/conference/

そつか･まさあき
1968年京都市生まれ。雑誌SAVVY、Meets Regionalの編集部員を経て96年独立。関西屈指のフー
ドライターとして近場のお好み焼きから漁港の鮨屋まで足で取材･執筆。著書に『１泊５食』『京阪神か
ら行く一泊五食のうまい旅』（以上、京阪神エルマガジン社）。『まんぷく大阪』（共著／メディアファクトリ
ー）、『大阪ソースダイバー』（共著／ブリコルール･パブリッシング）

［わっぱ飯田舎家新潟古町本店］にて初体験の曽束氏

1.新潟市の老舗居酒屋［喜ぐち］の甘くとろける南蛮エビとコリコリの食感が最高のバイ貝刺し　2.上越市のあめや［髙橋孫
左衛門商店］の髙橋代表。創業は寛永元年（1624）　3.明治35年（1902）創業、長岡市［江口だんご本店］の“幻の餅米”大
正餅で作った「むかしぼた餅」　4.黒さハンパない！ ［月徳飯店］の「糸魚川ブラック焼きそば」　5.厳選特上にぎり10貫が堪能
できる、新潟市［丸伊］の「極み」

◉
11
月
の
授
業

縦
断
・食
の
楽
園

1 2 3
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市
中
央
公
会
堂
は
今
年
で
開
館
１

０
０
周
年
、
ま
た
そ

の
中
之
島
を
走
る
京

阪
電
車
中
之
島
線
は

開
業
１０
周
年
。
何
か

と
お
め
で
た
い
話
題

の
多
い
中
之
島
を
舞

台
に
、「
イ
ケ
フ
ェ

ス
大
阪
」
と
連
携
し
、

大
阪
の
歴
史
的
建
築

物
の
魅
力
に
つ
い
て

　

京
阪
沿
線
に
ま
つ

わ
る
歴
史
や
文
化
を

中
心
に
、
毎
回
さ
ま

ざ
ま
な
専
門
家
を
招

い
て
開
催
さ
れ
る
京

阪
・
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
。
今
回
の
講
師
は

大
阪
府
立
大
学
教
授

の
橋
爪
紳
也
さ
ん
。

会
場
で
も
あ
る
大
阪

2017年度最優秀賞
「うたかた／さかさま」

橋爪紳也笹岡隆甫

第13回 NAKANOSHIMA-STYLE.COM 
フォトコンテスト

【instagram応募の場合】スマートフォンにinstagramをインスト
ールしてアカウントを開設し、公式アカウント「nakanoshima_
style」をフォローし、写真を投稿する。投稿時にはコメント欄に
作品タイトルと撮影場所・撮影月を記載し、ハッシュタグ「#中
之島フォトコン2018」「#中之島」を入れること。

【メール応募の場合】撮影したデジタルデータをメールに添付し
てoubo@nakanoshima-style.comへ送信。ファイル形式は
JPEG（2MB以内）、メールに、作品タイトル・ニックネーム・撮影
場所・撮影月を記載しておくこと。
写真撮影期間／2017年12月～2018年11月
募集期間／11月30日（金）まで
◎詳しい応募方法はウェブサイトにて
http://www.nakanoshimastyle.com

梅田コネクションVol.１
～ザ･古墳サミット
日時／11月8日（木）

7:00PM～8:45PM（予定）
会場／OIT梅田タワー セミナー室203
入場料／1,000円
主催／紀伊國屋書店梅田本店
共催／「ザ･古墳群」制作委員会
◎詳細は同店のHPから
https://www.kinokuniya.co.jp/
c/store/Umeda-Main-Store/

水面に映る墳丘と夕日が美しい履中天皇陵古墳（百舌鳥） 
©西野恭平

語
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
に
華
道
「
未
生

流
笹
岡
」
家
元
・
笹
岡
隆り
ゅ

甫う
ほ

さ
ん

を
招
い
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。「
花
と
建
築
」

と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
タ
イ
ト
ル

だ
が
、
実
は
笹
岡
さ
ん
は
京
都
大

学
工
学
部
建
築
学
科
の
ご
出
身
。

建
築
に
造
詣
が
深
い
笹
岡
さ
ん
と

橋
爪
さ
ん
の
ト
ー
ク
は
ど
ん
な
展

開
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
他
、
福
岡
を
拠
点
に
活
動

す
る
劇
団
「
ギ
ン
ギ
ラ
太
陽
's
」

の
「
建
物
」
と
「
電
車
」
の
「
か

ぶ
り
モ
ノ
」
着
用
し
た
ミ
ニ
公
演

も
あ
り
た
っ
ぷ
り
楽
し
め
そ
う
だ
。

　

紀
伊
國
屋
書
店
梅
田
本
店
は
、

大
阪
の
版
元
や
大
阪
を
テ
ー
マ
に

し
た
出
版
物
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン

ト
「
梅
田
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
を
茶

屋
町
の
Ｏ
Ｉ
Ｔ
（
大
阪
工
業
大
学
）

梅
田
タ
ワ
ー
で
開

く
。
初
回
は
、
来

年
夏
の
世
界
遺
産

登
録
が
待
た
れ
る

「
百
舌
鳥･

古
市
古

墳
群
」
の
伝
道
師

で
あ
り
、『
ザ･
古
墳
群
～
百
舌
鳥

と
古
市 

全
８９
基
』（
１
４
０
Ｂ
）

で
解
説
を
務
め
た
藤
井
寺
市
世
界

遺
産
登
録
推
進
室
長
の
山
田
幸
弘

さ
ん
と
堺
市
博
物
館
学
芸
員
の
橘

泉
さ
ん
が
登
壇
し
、
両
者
の
違
い

や
特
徴
を
語
っ
て
も
ら
う
。

　

ま
た
、
こ
の
１１
月
１８
日
（
日
）

に
高
槻
市
の
今
城
塚
古
墳
を
舞
台

に
開
催
さ
れ
る
古
墳
と
ア
ー
ト
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
は
に
コ
ッ
ト
」

の
実
行
委
員
長
・
牧
梨
恵
さ
ん
が

ゲ
ス
ト
登
壇
。
２
万
８
千
人
を
集

め
た
昨
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
が

期
待
で
き
そ
う
な
今
年
の
「
見
ど

こ
ろ
、
楽
し
み
ど
こ
ろ
」
を
語
る
。

『
ザ･

古
墳
群
～
』
ほ
か
古
墳
関
連

本
や
話
題
の
古
墳
グ
ッ
ズ
も
販
売

さ
れ
る
。

紀
伊
國
屋
＋
地
元
本
の
コ
ラ
ボ
、

第
１
回
は「
百
舌
鳥･

古
市
古
墳
群
」

紀
伊
國
屋
＋
地
元
本
の
コ
ラ
ボ
、

第
１
回
は「
百
舌
鳥･

古
市
古
墳
群
」

紀
伊
國
屋
＋
地
元
本
の
コ
ラ
ボ
、

第
１
回
は「
百
舌
鳥･

古
市
古
墳
群
」

イ
ン
ス
タ
か
ら
で
も
簡
単
エ
ン
ト
リ
ー

中
之
島
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

イ
ン
ス
タ
か
ら
で
も
簡
単
エ
ン
ト
リ
ー

中
之
島
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

イ
ン
ス
タ
か
ら
で
も
簡
単
エ
ン
ト
リ
ー

中
之
島
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 中

央
公
会
堂
開
館
１
０
０
周
年
×

中
之
島
線
開
業
10
周
年
の

京
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文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

中
央
公
会
堂
開
館
１
０
０
周
年
×

中
之
島
線
開
業
10
周
年
の

京
阪
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

中
央
公
会
堂
開
館
１
０
０
周
年
×

中
之
島
線
開
業
10
周
年
の

京
阪
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

中
之
島
の
秋
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
、

NA
KA

NO
SHIM

A
-STYLE.

COM

の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。
第

１３
回
と
な
る
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
中

之
島 

み
ら
い
へ
の
絆
」
だ
。

　

人
々
の
交
流
や
親
子
の
微
笑
ま

し
い
光
景
、
植
物
や
動
物
な
ど
自

然
と
つ
な
が
る
絆
な
ど
、
発
想
は

さ
ま
ざ
ま
。
昨
今
の
自
然
災
害
を

見
て
も
、
絆
を
育
む
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
る
人
も
多
い
は
ず
。
未

来
へ
伝
え
た
い
中
之
島
の
絆
を
感

じ
る
ワ
ン
シ
ー
ン
を
探
そ
う
。 

昨

年
に
引
続
い
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
の
応
募
も
Ｏ
Ｋ
だ
。

　

賞
品
は
最
優
秀
賞
（
１
名
）
が

コ
ン
ラ
ッ
ド
大
阪
の
お
食
事
券
（
約

１
万
円
分
）、
優
秀
賞
（
５
名
）
に

は
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
［
シ

ョ
コ
ラ
ブ
テ
ィ
ッ
ク 
レ
ク
ラ
］
の

お
菓
子
や
水
都
大
阪
満
喫
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
、
中
之
島
ゆ
か
り
の
豪
華

な
も
の
。
１
人
５
点
ま
で
応
募
で

き
る
の
で
、
中
之
島
を
歩
き
な
が

ら
、
街
を
見
つ
め
直
し
て
み
よ
う
。

第42回京阪・文化フォーラム
「花と建築　建築と華」
日時／10月27日（土）
6:00PM～8:30PM(予定)
会場／大阪市中央公会堂
　　　3階 中集会室
参加費／前売1,000円（事前申込制）
当日1,200円
◎申し込み方法など詳細は
京阪電車主要駅で配布のチラシ
またはHPにて
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私
は
長
く
ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て
働
き
、
特
に

ホ
テ
ル
西
洋
銀
座
に
お
り
ま
し
た
時
に
は
、
ソ

ム
リ
エ
世
界
一
の
田
崎
真
也
氏
の
も
と
で
、

ソ
ム
リ
エ
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
ま

し
た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
、
大
阪
初
出
店
の

店
で
は
、お
鮨
と
ワ
イ
ン
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
江
戸
前
鮨
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
コ

ハ
ダ
は
、
塩
と
酢
で
締
め
る
こ
と
で
余
分
な
水

分
を
抜
い
て
熟
成
さ
せ
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
旨
み

を
引
き
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
職
人
の
腕
と
こ
だ

わ
り
が
現
れ
る
一
品
で
す
。
コ
ハ
ダ
に
は
爽
や

か
な
柑
橘
系
の
果
実
味
溢
れ
る
白
ワ
イ
ン
が
と

て
も
よ
く
合
い
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
グ
ロ
な
ど
の
赤
身
の
魚
に
は
ぜ
ひ

赤
ワ
イ
ン
を
。
普
通
、
赤
ワ
イ
ン
は
ス
テ
ー
キ

な
ど
の
肉
料
理
に
合
わ
せ
ま
す
が
、
こ
れ
は
赤

ワ
イ
ン
の
渋
み
の
成
分
で
あ
る
タ
ン
ニ
ン
が
、

肉
の
脂
の
旨
み
を
引
き
立
て
る
役
目
が
あ
る
た

め
で
す
。
特
に
中
ト
ロ
の
よ
う
な
脂
の
の
っ
た

マ
グ
ロ
に
は
、
赤
ワ
イ
ン
が
よ
く
合
う
の
で
す
。

当
店
で
は
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
も
常
時
10
種
類
ほ
ど

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊

か
な
江
戸
前
鮨
の
一
貫
一
貫
に
合
わ
せ
て
、
ワ

イ
ン
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
的
に
鮨
会
席
と
言
え
ば
、
コ
ー

ス
の
最
後
に
に
ぎ
り
鮨
が
出
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
当
店
で
は
前
菜
と
お
造
り

の
後
に
に
ぎ
り
を
２
貫
お
出
し

し
て
、
焼
き
も
の
や
煮
も
の
の

後
に
も
に
ぎ
り
を
お
出
し
す
る

と
い
う
、
コ
ー
ス
の
最
初
か
ら
お
鮨
を
ご
堪
能

い
た
だ
け
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。　

締
め
の
デ
ザ
ー

ト
に
も
、
デ
ザ
ー

ト
ワ
イ
ン
を
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

春
先
に
十
勝
の
小

豆
を
使
っ
た
胡
麻

豆
腐
の
デ
ザ
ー
ト

を
お
出
し
し
た
時

に
は
、
ド
イ
ツ
の

ロ
ゼ
の
ア
イ
ス
ワ

イ
ン
を
ご
賞
味
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
ド
イ
ツ

か
ら
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

た
い
へ
ん
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　

上
層
階
の
コ
ン

ラ
ッ
ド
大
阪
に
宿

泊
さ
れ
る
海
外
の

お
客
様
に
も
よ
く

お
越
し
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中

の
方
々
に
、
江
戸
前
鮨
と
ワ
イ
ン
の
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
の
素
晴
ら
し
さ
を
ご
紹
介
す
る
、
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
の
店
を
目
指
し
ま
す
。

 「
鮨
と
ワ
イ
ン
、新
感
覚
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
が
楽
し
め
る

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
店
を
目
指
し
ま
す
」

フェスティバルプラザで会いましょう。   Vol.28

店内はカウンター付きの個室が3室（5名様以上で貸し切り可能）。それ
ぞれのカウンターには鮨職人がつき、江戸前鮨の職人技を眺めながら
食事が楽しめる。コハダや天然生本マグロといった江戸前鮨ならではの
ネタは築地の市場から仕入れる。ランチは3,000円～（税込）。夜のコー
スは「江戸前鮨会席」（12,000円）と「美寿志鮨会席」（15,000円）。
コースにはワインのマリアージュセットがおすすめ（6種4,800円、8種
5,800円）。※夜はいずれも税・サ別。☎06-6205-9528　11:00AM
～3:00PM（LO2:30PM）／5:00PM～11:00PM（LO10:00PM）

Information from 鮨 美寿志 ［中之島フェスティバルタワーウエスト2階］

http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／大迫 力（株式会社140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　道田惠理子　山國恭子（株式会社140B）
〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
TEL.06-6484-9677　FAX.06-6484-9678
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

本格江戸前鮨の美味しさを伝えたい

   ［鮨 美
み

寿
す

志
じ

］総支配人兼シェフソムリエ
荒木秀晴さん
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●京阪グループ　京阪電車主要駅／京阪特急プレミアムカー／ホテル京阪 淀屋橋／ホテル京阪 天満橋／ホテル京阪 京橋 グランデ／パナンテ京阪天満橋／京阪シティモール／京阪モール
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／大阪高裁内ブックセンター／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書
店 梅田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／朝日放送テレビ・ラジオ／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大
阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪
21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美
術館／CITYNAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／適塾／ドーチカ／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパ
ス　［店舗・医院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫
茶カンターロ／喫茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科
／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／
ビルマニアカフェ／FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店／喜久屋書店 阿倍野店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術
館／大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金
庫 江戸堀支店／御舟かもめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／大阪府立中央図書館／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館／龍谷ミュージアム
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（東小金井）／かもめブックス（新宿）

『月刊島民』はここでもらえます。

最新号の発行と同時に、ひとつ前の号がweb上で閲覧できるようになります。創刊号から見たい方はこちらから。https://nakanoshima-daigaku.net/about/tomin/

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーが見られます。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／大迫 力（株式会社140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　道田惠理子　山國恭子（株式会社140B）
〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
TEL.06-6484-9677　FAX.06-6484-9678
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

●『月刊島民』vol.124は2018年11月１日発行です!

次号予告中之島ドライバーズ
電車にバス、地下鉄、タクシー、船。中之島で活躍するドライバーたちの
献身的な仕事ぶりと、「乗りもの愛」をご紹介しよう。
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